


 

委員会報告   

「ロータリーの友」5 月分内容紹介  

報告者：江上泰弘 公共イメージ委員 

 

ス マ イ ル（山口悦史会員） 

●山口 翼 君、田代 武 君 

「本日は、公共イメージ部門より、部門長の松

尾様、副部門長の石蔵様 地区出前セミナー、ど

うぞ宜しくお願いします。」 

●松尾巧 氏（湯布院RC）･石蔵尚之 氏（人吉RC） 

「本日は地区公共イメージ向上部門の出前講座

で参りました。どうぞ宜しくお願いします。」 

●栗山義則 君 

「花見の会の際は皆さんにあたたかいお気遣い

をいただきありがとうございました。現在は週 3 

回リハビリを頑張っています。また皆さんにお

目にかかることを願ってスマイルいたします。」 

●河島一夫 君 

「まだ 5 月中旬というのに真夏日となっていま

す。熊本も沖縄やハワイのようなシャツ 1 枚で

例会もいいようにしたらとスマイル」 

●河野景治 君 

「本日は地区公共イメージ向上部門長の松尾様、

副部門長の石蔵様のご来訪に感謝のスマイルを

申し上げます。本日の卓話も何卒宜しくお願い

致します。」 

●山下佳介 君 

①「松尾様と石蔵様のご来訪を心より感謝致し

ます。」 

②「先週はＵＳＪに行って来ました。3 日間で 3 

万歩以上歩き、とてもいい運動になりました。」 

●田上裕章 君 

「連休前にバイクが納車されて、本日迄に 1200

ｋｍツーリングしました。ＣＢ1000Ｆ最高に乗

りが良いです。」 

●山口悦史 君、田中純司 君、嘉悦雅文 君 

「本日は地区出前セミナー、公共イメージ部門

より松尾部門長、石蔵副部門長のご来訪を心よ

り歓迎致します。セミナー楽しみにしておりま

す。宜しくお願い致します。」 

3. 例会プログラム 

紹介者： 河野景治プログラム担当長  

地区出前セミナー  

「公共イメージ委員会について」 

・地区公共イメージ部門長 

松尾 巧 氏（湯布院RC） 

・地区公共イメージ副部門長  

石蔵尚之 氏（人吉RC） 

※卓話内容はＰ3とＰ4に掲載 

 

４. 閉会・点鐘 

 

2720地区ウェブサイトより 

【RAC活動】国際交流会を開催しました。 

Japan O.K.ローターアクトEクラブ 

幹事 五日市 千蒼子 

 3月21日(土)に、ローターアクトの地区行事である国

際交流会を、熊本グリーンローターアクトクラブをホス

トクラブとして、熊本県民交流館パレアにて開催しまし

た。ローターアクターをはじめ、ロータリアン、インタ

ーアクター、米山記念奨学生、青少年交換学生、留学

生、一般の方々など幅広い皆さまにご参加いただき、80

名近くが登録する盛会となりました。 

 メインプログラムでは、熊本第6グループ ガバナー補

佐の本田節様より「防災と食」をテーマに卓話をいただ

きました。災害時における食の備えや、日常の中ででき

る防災の視点について学ぶ機会となり、参加者にとって

防災意識を高める有意義な時間となりました。 

 続いての交流プログラムでは、参加者がグループに分

かれ、お雛様とお代理様をモチーフにしたいちご大福作

りを行いました。電子レンジ一つで手軽に作ることがで

きるレシピで、楽しみながら協力して調理を行い、自然

と会話も弾む和やかな交流の時間となりました。 

 会場では日本語だけでなく英語も飛び交い、国や世代

を越えた交流が生まれました。食と防災というテーマを

通じて学びを深めるとともに、参加者同士の親睦と国際

理解を育む、実り多い国際交流会となりました。 

今後もローターアクト2720地区では、クラブ間の連携

強化と円滑な地区運営に努めてまいります。 



4. 卓話
2720地区
公共イメージ委員会 出前セミナー

在熊留学生の主張

記録（歴史）を残そう 奉仕事業等の活動をした時は写真を多く撮りましょう

ロータリーの友は、後世への記録になります。

（在熊留学生の日本語弁論大会）
盲導犬理解推進キャンペーン

奉仕プロジェクト委員会の中の
農業委員会による、収穫作業

「いいこと応援プロジェクト」として
スーパースプリント・アクアスロン大会の支援

【砂取校区伝承遊び】

石蔵 尚之 氏
地区公共イメージ 副部門長

松尾　巧 氏
地区公共イメージ 部門長

国際ロータリー第２７２０地区

公共イメージ向上部門

熊本グリーンロータリークラブ
出前セミナー

令和８年５月１８日

『熊本グリーン』で検索すると
６２件ヒット

２００９年８月

２０１７年
１２月

２０１３年９月



公共イメージ向上にひと役買う取り組み

プレスリリースとは？

目的

今までで公共イメージ的にロータリーの
名前を向上させたと思う事業

公共イメージ向上に
「風船」の効果は大！！
子どもたちに受けます

メディア関係者に活動の告知や取
材・報道の対象として興味を持って
もらい、世の中に広く「ロータリー
とは何か」を発信してもらう。

目的
その2

新聞社やテレビ局等との接点が増
え、公共イメージ向上の「ツール」
が増えます。

プレスリリース
書く時のポイント

客観的な事実を端的に。宣伝広告で
はなく、公式文書であることを忘れ
ずに。

ポイント
その1

ポイント
その2

あいまいな表現や言い回し、砕けた
表現はできるだけ避ける。FB やイ
ンスタとは異なるものと意識。

ポイント
その3

ニュースバリュー（ニュースの重要
性、価値）を意識する。社会的な意義。

プレスリリース
基本的な構成

「端的」「インパクト」のあるタイト
ルを。ひと目で内容や価値がわかる
ように。

タイトル
その1

タイトル
その2

①１行あたり20文字程度
②伝える内容を絞り込む
③形容詞や誇張表現を避ける

リード文
その1

全体の要約。タイトルと同様
に興味のあるものか判断する
材料に。5Ｗ1Ｈ。

リード文
その2

①who（だれが）主体・対象
②what（なにを）取組内容
③when（いつ）開催日時
④where（どこで）実施場所
⑤why（なぜ）背景・目的
⑥how（どのように）特徴

本文
タイトル→リード文→本文の順に情
報量を増やしていく。
社会性、時代背景なども盛り込んで
みる。過去の実績など

画像
ひと目でプレスリリースの内容を理
解してもらえる。パンフレットがあ
れば添付しても可。

連絡先
メディア関係者が問い合わせできる
ようにクラブ名・事務局住所・電話
番号・メールアドレスは必ず記載。

プレスリリース
押さえておきたいポイント

奉仕活動が世の中のトレンド、時流、
世相、季節と関連しているか？（コ
ロナ問題、ウクライナ人道支援）

時事性

新規性
まだ一般的に知られていない新しい
情報か？（初イベント開催）

他にない独自の取り組みか？（当た
り前が当たり前でないことも）

社会問題や注目テーマと関連がある
か、社会や公共に役立つか？（災害
支援、子ども食堂、青少年育成）

多くの人が名前を知っていたり、関
心を持つテーマがあるか？（講演、
演奏）

地域の人が愛着を感じ、盛り上がる
ような要素があるか？（伝統文化、
産業）

感情を動かすような人間味やストー
リーがあるか？

独自性

社会性

影響性

地域性

人間性


